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雑化されてきたことを意味す る。しか し、そのような複雑化 された文字
表記という日本語の実状について、今回ここで善し悪しの価値判断を下
すつもりはない。むしろ、 日本語 において、極めて重要な位置を占める
文字論、そして文字 にまつわる独特な文化論 を明 らかにしていくための
一方法 として、 日本語の文字表記の実状に目を向けて、検討してい くこ







題 には触れずに、ごく単純に、例 えぼ、名前、駅名、地名、商品名 など、
実 に多 くのローマ字表記を毎 日目にする私達に とって、無視 あるいは軽
視することのできない存在になっているという意味で、正規 に入れるか






数が非常 に多 く、正確 に使い分けることが非常 に難し く、従ってそのよ
うな複雑 さを単純化すべきであるという意見が出て くるの も根拠のない
ことではないと思われるであろうが、 もしそう思うのであれば、否定的
な立場から日本語の文字表記を批判するしかな くなるであろう。しかし、
ただ単 に批判するだけでは、 日本語表記の現実を正確に理解 していると
は言 えないであろう。 というのは、現に使用されている文字は、何 らか
の形で、その言語体系、さらにはその文化形態などに適合 していると考





(1)歴 史的 ・文化的影響 を文字の上に残 していること
文化 というものが、たとえどのような文化であれ、他の文化 との接触
を一切持たず、他の文化からの影響を一切受けずに、発展するとは考え
にくく、少な くとも歴史上のある時点で、ある文化 と接触 し、影響 を受




の影響だけでなく、より広 く歴史的 ・文化的影響 を知る上で、重要な役






のことが明 らかにな り、それ らの借入語の調査 を通して、 どの時代に、
どの文化 と接触 し、影響を受けたかをより具体的に知 ることができる。
12
歴史的 ・文化的影響を語彙の段階で調べることはで きて も、同様の こ
とが文字の段階でも行なえるとは言えない。単一の文字によって表記す
る言語では、歴史的・文化的影響を文字の上に残すことは、全 くないか、









表記 しているのが現実である。それ ら四種類の文字 とは、勿論、漢字、
平仮名、片仮名、ローマ字の四種類の ことである。まず最初に、漢字は、
中国から伝来 したもので、時代的には、漢字の伝来 と区別 して、 日本人
が漢字 を実際に使用 して表記するという意味から言うと、少な くとも飛





てきたもので、 日本 における使用 と普及は、イエズス会の宣教師が布教
のために来日した天文十八年(1549年)か ら始 まり、明治初年か ら盛ん
になってい く。つまり、簡単に言えば、飛鳥時代・中国(漢 字)、平安時
代 ・日本(平 仮名 と片仮名)、 明治時代 ・欧米(ロ ーマ字)と いう、異な
る時代背景の下で使用・普及された文字、異なる文化で生 まれた文字 を、







いう順序で文字が発達するという考 え方があるが、その考 え方を受 け入
れるのであれば、表意文字(漢 字)、音節文字(平 仮名 と片仮名)、単音
文字(ロ ーマ字)と いう異なる発達段階にある文字を同時に使用してい
ることにな り、言い換 えれぼ、最 も発達 した文字(ロ ーマ字)か ら、未
発達段階にある文字(漢 字)に 至るまで、四種類の文字を互いに矛盾す
ることな く、使用 していることになる。そう考えると、一つの文の中に、






未発達の入 り混 じった状態 よりも、より奇妙 に見えるとは思 えないか ら
である。前者は、歴史的 ・文化的影響を文字の上に色濃 く残 しているこ
とを私達に強 く感 じさせ るが、後者は、どうしても善 し悪 しの価値判断
を私達に迫って くるように感 じさせてしまうであろう。そして、結果的
に、発達 と未発達の入 り混じった文字表記に対 して、否定的な立場に立
っ ことになって しまうであろう。 ともか く、そのような価値判断は別に








漢字、そして平仮名 と片仮名、 さらにはローマ字が加わ り、四種類の文
字に至 るが、その歴史過程の中で、どれ も消滅することな く、別のもの







気持ちを伝 えるために、商品を売 り込むために、漢字 と平仮名だけでな
く、かなり自由奔放に片仮名 とローマ字 を取 り入れて、効果を上げよう
とする(例 えば、普通ならば、漢字や平仮名で書 くべきところを、あえ
て片仮名やローマ字を使用することで、別の効果を狙 うことがある)。勿
論、慣習的な使い方を無視 した使 い方には、多 くの反対意見が出される












習的に決められている。勿論、子供に対 しては、なるべ く漢字 を使わな




で も四種類の文字を使用し、 しかもそれぞれの文字の機能 を生かす形で
使用することがで きるのである。
さらに、慣習的な使い分けがあるからこそ、それを根底 において、そ





















枠 とい うレベルの区別はな く、単一レベルにおける役割の分業が行なわ
れており、それ故に、文字の入れ替 えなどのように、自由な使い分けが
可能になるのである。例えば、慣習的に漢字で書かれているものを、平
仮名書 きにすることによって、優 しさ、取っ付 きの良さな どを感 じさせ
たり、片仮名書 きにすることによって、外来語のような雰囲気を出した
り、ローマ字書 きにす ることによって、外国語のような雰囲気 を出した
りすることができる。そのことは、言い換えれぼ、片仮名が外来語に使
用され、ローマ字が外国語に使用 されるという、機能的な役割の分業の
慣習が私達の間に深 く浸透 してお り、自動的に外国(特 に、欧米)の 雰














だからといって、中国では、科学が全 く誕生 ・発展 しなかったことを意




るには、文字だけを論 じても、問題 をはっきりさせることはできない と
いうことである。そのような問題 は、文字論 を越 えるもので、 ここでは
これ以上立 ち入 らないことにす る。
しか し、次のような言い方は、可能であろう。 コンピューターなどの
科学技術の分野で使用 される記号は、出来る限り、複雑で なく、数量が
多 くなく、 しかも抽象的で、自由で、複雑な組み合わせが可能 となるよ
うなものになろう。そのように考えれば、漢字よりは、仮名の方がより




名であれ、ローマ字であれ、 またはそれ らの組み合わせであれ、文学 に
おける表記 は可能であ り、事実全て適していると言える。ただ し、文字
自体が意味を持つ漢字 による文学的表現は、ローマ字による表現 と比較
すれば、例 えば、中国文学 と英米文学 を比較すれば、質的に異なってい
ることは明らかであり、漢字、平仮名、片仮名、 ローマ字の組み合わせ





が書 く文章は、漢字 と仮名(特 に、平仮名)を 主 とするもので、それら
の比較 において、漢字の方がより文学的に適 していると思えるからであ




えないかもしれない。 ともか く、単純な言い方をすれば、 もし漢字が文




書を読めば、日常的に余 り使用 しない漢字が多 く使用されていることが
わかるし、コンピューター関係の著書 ・論文 ・パンフレッ トを読めば、
片仮名 とローマ字、最近では、ローマ字が多 く使用されていることがわ
かるし、その他の様々な分野では、それぞれの特性によって、漢字が多
用された り、平仮名が多用された り、片仮名が多用 された り、ローマ字
が多用されたりしていることがわかる。
(5)知 的水準の相違を表 していること
英語の語彙論 に関連 して、「質問す る」を英語 で、ask→question→
interrogateと 言 うが、語源的には、最初がアングロサクソン語(英 語本
来の語)、二番 目がフランス語、三番目がラテン語 とな り、矢印のように、




方がより知的であり、さらに外来語(特 に、英語)の 方が より知的であ
ると私達が感 じるということになると言っていいであろう。元々、英語
と日本語 は、共に外国語からの借入語の多い言語で、英語では、フラン
ス語 とラテン語か らの借入語が主で、日本語では、中国語 と英語からの




(ここでは、問題 を単純にするため、借入語 と外来語を区別 しないで使用




者に同様の知的水準の相違が見 られ るのに対 して、文字の段階では、 日
本語のみにその相違が見 られるが、本来語よりも借入語の方が、知的水





語→外国語 という知的水準の相違 と同等である。つまり、和語 と平仮名、
漢語 と漢字、外来語 と片仮名、外国語 とローマ字 というつなが りが同等
関係 になる。それを根底において、しかもそれを利用 ・活用することが
できる。例えば、「コーヒー」 という外来語は、普通片仮名書 きするが、
それをローマ字書 きにした り(coffee)、 漢字書きにしたり(珈琲)、 平仮
名書 きにしたり(こ一ひ一)、文字 を使い分 けることによって、外国語的
雰囲気 を出 した り、漢語的雰囲気 を出 したり、和語的雰囲気を出 した り
して、知的水準を変化 させることができる。そのことは、外国的雰囲気
(片仮名書 き、ローマ字書 き)を 出 したり、日本的雰囲気(平 仮名書き)
を出した りすることと関係する。つまり、外国的雰囲気の方が、日本的




しさ、堅苦 しさなどがあるが)を 出す と言えよう。 ともか く、同一の も
のを異なる文字で表記することによって、異なる知的水準 を表すことが
でき、少な くともそのようなもの として人々に感 じさせ ることができる
のである。
知的水準 と言っても、漠然 としているが、ここでは詳 しい検討はせず




か、それとも漢字を知 らない大人が書いた と思 うであろう。幼児向けの
本の場合、漢字を全 くまたはほとんど使用せずに、平仮名書 きする。入
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学試験問題作成の場合、受験生の年齢 を考 えて、余 り難しい漢字を使わ
ず、平仮名書 きをし、難易度 によって、使用する漢字 に制限を定めるの
が一般的である。また、商品名、人名、地名、その他の様々なものを平
仮名書 きすることで、例 えぼ、「さやか」(女 性の名)、 「いわき市」など
のように、漢字書きとは異なる印象を与えることになるであろう。以上
の例から、平仮名書きの場合、幼稚、未熟、安易、分か りやすさ、簡単、
単純、優 しさ、親 しさ、近付 き易さなどのような印象 を与 えることにな
ると言えよう。今述べた ものが、平仮名書 きにおける知的水準 を表す も
ので、他の文字に比べて、一応知的水準の低さを表すもの となる。勿論、
その中には、知的水準の低 さとは単純に捉えられないものもあ り、知的
水準 とは異なる基準で判断すべきものもあるが、問題 を複雑 にしないた
めに、一応そのままにしてお く。漢字書きの場合 は、 どうであろうか。




を頻繁に使用する人 もいる。それに、漢字 を余 り使わずに、文章 を書 く
ことに恥ずかしさを感 じる人 もいる。以上の例か ら、威厳、厳格、正式、
公式、正規、難しさ、難解、複雑、堅苦しさ、近寄 りに くさ、成熟、権
威、大人などのような印象を与 えるであろう。それらは、漢字書きの知
的水準 を表し、平仮名 よりは知的水準が高いことを表す もの となる。な
お、前に述べたように、「知的水準の高さ・低 さ」の解釈 は、曖昧なまま
に残 しておくことにする。
片仮名書 きとローマ字書 きは、 どうであろうか。平仮名 と漢字の比較
では、文字数 と文字の複雑 さの点だけから見て も、漢字 を覚 え、使用す
る方が、難 しく、知的要求度が高いので、知的水準の高さを示すのが、
漢字書 きの方であることは容易に理解できよう。 しかし、片仮名 とロー




















は、 日本以外で も普通 に見られるものであるが、それが自国的 ・自文化
的要素への否定的態度の裏返しによるのは、 日本的 と言えるかもしれな









年齢層 と言っても、細か く年齢 によって区分けできる訳ではな く、例
えば、幼年層、少年層、青年層、中年層、老年層のように、大雑把な分
け方しかで きないが、それぞれの年齢層には、様々な理由で、文字使用
に特徴があると言えよう。 まず最初に、幼年期は、 まだ文字を書 く能力
を持っておらず、親 などから、幼稚園などで、少 しつつ仮名の学習 を始
めだす頃であって、幼年層については、 日常的に文字を書 くことはない





ローマ字(つ まり、英語)の 学習を継続す るのであり、少年層について
は、文字学習を通 して、仮名、'さらに漢字 を日常的に使用することにな
り、 またローマ字 も使用することになる(勿論、仮名 と漢字 に比べれぼ、




校の段階では、 まだ文字の使い分 け能力の獲得の時期であって、完全 に





けた影響が継続 し、その後を決定付 けて しまうように、各年齢層の特徴
は、若い時に受けた影響によって説明できよう。例 えば、老年層では、
戦前 ・戦中に受けた影響が強 く働いてお り、 日本的伝統を全ての根底に
据える価値観が影響 している。学校 またはその他で、漢字(特 に、質の
良い、高度な漢字、)を完全に使いこなす ことが、成熟した大人が正 しい
文章 を書 く上で求められることであった。そのようなことが現在に至っ
ても続いてお り、漢字の果たす役割が極めて大 きな ものになっている。
中年層では、戦後の非常に強いアメリカの影響の下で少年期 を過ごし、
老年層 に見られるような、日本的伝統への傾倒 は余 りな く、むしろ敗戦














層 は、そのような少年期の経験 と共に、次のような経験 もある。つ まり、
現在私達が経験 しているように、バブル崩壊後、国内市場 と世界市場の
連動性により、国内市場 を孤立 ・隔離 した状態で捉 えることはできず、
世界的な、地球規模 の観点で捉える必要性か ら、「グローバル化」が叫ば




背景が異な り、それが異なる結果に結びつ くと言えよう。例 えば、老年
層にとっては、戦前 ・戦中に受けた教育 は、簡単に捨て去 ることができ













字を使用 して、操作 しているのに対 して、老年層と中年層が毛嫌いして
いる例は、そのことを示す ものであろう。
最後に、少年層は、現在、正に少年期 にいる訳で、その後の形を決め









日本語の文章は、基本的には、平仮名 と漢字か ら成 ることは変わ らない
が、年齢層の相違 によって、漢字、片仮名、ローマ字のいずれかを重要



















(7)イ メージ ・雰囲気の相違 を表 していること
イメージ ・雰囲気については、複数の文字の使用について、固定化す
るのではなく、 自由に使い分 けることによって、視覚的に訴 えかけるイ
メージ、視覚的に醸 し出す雰囲気 を様々に作 り出す ことができると言え
よう。そのようなことが可能なのは、人々が慣習的に抱いてきたイメー
ジ ・雰囲気を固定化するのではな く、それを利用 ・活用す ることで、新
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きすることで、外国的 ・異文化的 ・都会的な香 りを漂わせた り、知的水
準の高さを誇示 した り、若者受 けを狙った りすることがあるかもしれな








文字を語から完全に切 り離 して把握することはで きず、語彙論 との関係
からも捉える必要があるし、言葉が使用される場面 ・状況を重要なもの
として考慮に入れなければならないし、様々なことが考えられるか らで
















ジ ・雰囲気、つまり直接関わ りを持つ文字表記 は、人が着 る服装、商品
を包む包装紙のようなもので、人の目に最初 に入 って くるものであ り、
視覚的には極 めて強い効果を及ぼすもの と言 えよう。それだけに、その
ことで人は直 ぐに判断を下す程、影響力の強いもの となろう。普通 に考
えれば、服装をどんなに変 えても、どのように着て も、中身の人間には
変化はないし、包装紙 をどんなに変 えて も、 どのように包 んで も、中身
の商品には変化はないということになろう。しかし、上記の例のように、
「ピンク」と"pink"は 、英語の語 としての"pink"に は、性的な意味がな
いが、 日本語(外 来語)と しての 「ピンク」には、「ピンク映画」のよう
に、性的な意味があり、外見だけでな く、中身 も異なって くる場合があ
る。つまり、イメージ ・雰囲気の相違 という外見的な変化だけでな く、
語の意味 自体 も変化 し(語 義の一部変更 ・一部追加 ・一部 削除)、 中身ま
でが異なって くることである。勿論、全ての場合で、中身まで変化して、
異なるものになるという訳ではない(変化 し、異なる場合でも、普通は、
部分的なものの ことである)。ともか く、中身 までも変化することもあ り
えると考えると、包装紙一商品ではな く、服装一人間のた とえの方がよ
り近いと言える。服装 を変 えた り、着方を変えた りすることで、完全 に
別人になることはで きないが、心理的変化 をもた らし、気持ちの持ち方、
話し方、態度な ど、様々 に変化するだけでなく、 さらに進んで、根本的
な生き方そのものを変えてしまうこともありえるからである。そこで、
外見的変化 を服装一人間のた とえで見ていくと、例 えば、 ローマ字書 き
の場合であれば、今流行の若者向けの服装を着 ることで、気分まで若返
り、感 じ方、考え方、行動の仕方までが変化す るであろうし、漢字書 き







外見的な ものにすぎない としても、イメージ・雰囲気の果たす役割 は、
大 きなものである。 しかし、それだけに、そこに力点を置 きすぎると、
実際は中身まで変化 していないのに、変化す るかのような錯覚を与 える
危険性がある。そのことは、同一のものが文字の使い分けによって、異
なるイメージ ・雰囲気 を相手に与え、従って文字の操作によって、狙い






異なる、他社にもない、全 く新 しいものであるかのように錯覚させ るこ
とができる。それ とは反対 に、錯覚 を利用す る、意図的な操作ではない




なぜ翻訳 しないかは別 にして、読む側にとっては、ある独特 なイメージ・
雰囲気 を感 じ取るが、その理由の一つに片仮名 とローマ字があると言 え
る。そして、翻訳が可能で、片仮名 とmマ 字の使用を最小限に押さえ
ることができるという前提で考えれば、片仮名 とローマ字 を多用する場
合 と、そうでない場合 とでは、イメージ ・雰囲気が異なるし、しか も多
用することで、学術的なイメージ ・雰囲気を与 え、中身まで も学術的な
ものであるかのように思わせることはできるであろう。.
外見的変化によって、新しいイメージ ・雰囲気 を作 り出す ということ
は、中身をより良 く見せるという目的があると考えるのが普通であるし、
今 まで述べてきた ことは、基本的には、そのような考えを元にしている。
そして、中身をより良 く見せるという目的を極端な形で押 し進めてい く
と、上記のように、実際には変わらない中身 を、あたか も変わるかのよ
うな錯覚 を意図的に与 える危険性が出て くる。 もし中身をより良 く見せ
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るつ もりがなけれぼ、慣習的なイメージ ・雰囲気をそのまま存続 させて
いけばいいのであり、悪 く見せ るために、新 しいイメージ ・雰囲気 を作
り出す とは考えに くい以上、新 しいイメージ ・雰囲気 を作 り出すには、
中身をより良 く見せるという目的があるはずであると考 えるのが普通で
ある。 しかし、必ずしも中身をより良 く見せるという目的では処理 しに
くい場合 も出て くるであろう。上記の学術的な著書 ・論文の場合がそう
であろう。片仮名 とローマ字 を多用するのは、中身をより良 く見せるた
めであるか もしれないが、むしろ止むを得ずそうなった と考 える方が自
然であろう。つまり、例えば、扱う対象が外国の研究であれば、全てを
翻訳することが可能か どうか問題であるし、翻訳 した としても、それで
内容の意味がはっきりするかどうか も問題であるから、扱 う内容 により
適 した形で見せるために、片仮名 とローマ字を多用すると考 える方が自




場合 もあれば、 どちらか一方が現れる場合 もある。例えば、上記の広告
の例は、中身をより良 く見せ ることを極端な形で押 し進めるものであ り、



















に取 り上 げてきたので、繰 り返 しを避 けるため、ここでは詳 しく扱わな
いことにするが、弊害 については、 さらに言及 してい くことにする。た
だ、その前に、文字表記の複雑化について、もう一度触れることにする。
書 く側がある特定の文字で表記す ることによって、ある特定のイメー









ジ ・雰囲気 を作 り出すことができるが、それを二次的イメージ ・雰囲気
と呼ぶことにする。それは、二次的に使用することであるため、対象に
よって多少変化する。例 えば、元々平仮名で書かれる語(例 えば、和語)
を、平仮名で書けば、一次的イメージ ・雰囲気を与 え、感 じ取 ることに
な り、他の文字(例 えぼ、ローマ字)で 書けば、二次的イメージ ・雰囲











とに重きを置 くのがその特徴である。そうした ことは、特に若者(青 年
層、少年層)を 中心にした集団、それに直接的 ・間接的に関わ りを持つ










の文字で書 くことに、言い換 えれば、二次的イメージ ・雰囲気 を作 り出
すことに、批判的な態度を示す人が多 くいることも事実である。特に、
片仮名 とローマ字に置 き換 えることに批判が集中する。 しかし、片仮名
表記の氾濫、ローマ字表記の氾濫などの問題には、二つの側面がある。
一つは、元々平仮名 または漢字で表記される語 を、あえて片仮名 または
ローマ字で表記することで、新 しいイメージ ・雰囲気を作 り出すことで
ある。 もう一つは、外国語からの語を翻訳せずに、そのまま片仮名書き
した り、ローマ字書きしたりすることで、翻訳の努力 をせずに、外国語
を非常に多 く取 り入れた結果、片仮名 とローマ字が氾濫 したのである。
二つ とも、片仮名 とローマ字の氾濫 という結果になるが、その過程が大
きく異なっている。相違点の一つが、前者が文字の段階を中心にしてい
るのに対 して、後者が語の段階をも中心に据 えていることである。 日本
人は、中学校 と高等学校で英語 を学ぶので、ある程度の外来語 と外国語
を理解できる訳で、その意味から言えば、何が何で も、片仮名 とローマ
字の使用を押 さえ込むのは、反対すべ きであるが、外国語を無闇に取 り
入れ、 しかも翻訳せずに、ただ片仮名書 きやローマ字書きす るのは、少
な くともごく一般的な、日常的な領域では(専 門的な領域は別である)
出来る限 り押さえるべきである。 ということは、前者の ように、あ くま
で も文字の段階で、四種類の文字 を自由に使い分けることは、無制限 と
はいかないが、認 めるべ きであ り、そこに多彩性 と独創性が生 まれる根
拠が あるからである。後者 については、語彙論に関わるものなので、 こ
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れ以上立ち入 らないことにするが、外国語を取 り入れることには問題 は
ないが、翻訳語、外来語、外国語の三つの取 り入れ方があ り、時代が進
むにつれて、取 り入れ方が左から右へ と移行 しているのが現実であり、
それをどのように評価するかは別 にして、そのことを認めるべきである
とだけ言ってお くことにする。
文字 自体 に纏わ り付 くイメージ ・雰囲気は、 どのような弊害を生み出
すのであろうか。一次的イメージ ・雰囲気については、単一ではなく、





り入れるのを出来 る限 り少な くした り、取 り入れた外国語 を出来 る限 り
翻訳語 にした りして、ローマ字書きを量的に減 らしてい くことは、現在
の日本にとって、難 しいことであろう。従って、弊害 と捉 えるよりも、
日本的特徴 として積極的に認め、評価していくしかないであろう。
二次的イメージ ・雰囲気 については、 どうであろうか。 まず最初に、
元々漢字で書かれる語を安易に平仮名で書 くことには、昔から根強い批
判がある。それは、複雑で、難 しい漢字 を覚えない現代人 に対する批判
であって、 どこまで漢字を使用すべ きかの問題である。 しか し、漢字を
覚えていないので、その代わ りに、平仮名 を使用することは、ここで扱っ
ている問題 とは別のものである。問題は、元々ある文字で書かれる語を、
その文字で書 こうと思 えば書 けるのに、あえて別の文字で書 くことに
よって、あるイメージ ・雰囲気 を作 り出すことにあるのである。重要な
ことは、やろうと思えば出来 るの に、あえて別の方法で行なうのであ り、
あ くまでも意図的な行為であるということである。そして、意図的な行
為であるから、止 めようと思えばいつで も止められ、元に戻すこともで
きることになる。 そのような意図的な行為だか らこそ、そ こに効用を見
出すことが出来 るし、同時に弊害 も見出せることになる。そこで、効用
と弊害を区別す るには、何を基準にするのかが問題 となる。幾つかある






大雑把 に分けて考 えることができる。勿論、さらに、ゼ のような目的で、
中身 をより良 く見せようとするのかを問題 にすることがで きるが(例 え
ば、場面 ・状況 によって異なるが、詐欺であった り、販売促進であった
り、その他の様々な目的がある)、複雑にしないために、必要な限 り言及
することにし、それ以上には立ち入 らない ことにする。 また、中身をよ
り良 く見せるという目的の方だけに的を絞ることにする。では、何が弊
害になるのであろうか。意図的な行為が、効用の原因でもあり、弊害の
原因で もある。例 えば、書 く側が詐欺のために行なった り、詐欺のよう
に悪意はないが、ただ販売促進のために過度に行なった りする一方で、
悪意ではな く、むしろ良心的に、 または効率よ く、中身をなるべ く上手
に伝 えるために行なったりできる。簡単に言えば、書 く側の意図が問題
で、それによって良 くもな り、悪 くもなるということである。さらに、
書 く側 には問題はないが、読む側が悪意で行なっているとか、過度に行
なっているとか思ってしまうことがあり、読む側の理解 も問題 になる。



















為 を行 なっている訳ではな く、少なくともそのような意識はな く、ただ
中身をより良 く見せようとして(例 えぼ、外国製 と同じくらい良質であ




で、言葉を成 していないものもあ り、結局、内容 はどうで もよく、ロー
マ字書 きであるということだけで着てお り、外国の、異文化の香 りを楽
しむために着ているにすぎない。 さらに、ローマ字書きの包装紙を使 っ
た り、外国新聞を包装紙 として使った りすることも、同様である。以上
ような例は、本来ならば、語または文の段階での問題であるはずのもの
が、内容自体が初 めか ら対象外になっているので、 ローマ字書きという
文字の段階の問題 になっている。そして、語の意味が中身 とな り、文字
表記が外見をなす関係が、初めか ら内容 自体が対象外 にされることで、
語の意味を介さずに、商品その もの(中 身)と ローマ字書 き(外 見)の





基本的 には、漢字 と平仮名か ら成 り立っている。それに片仮名 とローマ
字が加 えられることになるが、文字使用量の基本線 をどこに引 くかが問
題 になり、それによって弊害が生 まれるかどうかが判断される。そこで、
何を基準にして判断するかは、単純 には明確にできないが、少なくとも
伝達可能性 は、基準の一つになるであろう。つ まり、言語 というものは、
人々の問の伝達の手段 としてある訳で、従って、伝達 に支障を来す場合
には、弊害が生 まれると言えるか らである。例えば、片仮名、ローマ字




あっても、伝達に支障を来す と考 えることはできよう。それに対 して、
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な文字表記法の可能性 を追求する方向に進むべきなのか、 それ らのいず




異なるイメージ ・雰囲気を作 り出す ことの効用を認める必要があろう。
ただ し、無制限に認めることを勧め、弊害など全 くない と言ってる訳で
はな く、伝達に支障を来さない限 りは認めること、外国語 を翻訳語 とし





となるであろうし、また読む側の理解 を妨 げるようなことも弊害 となろ
う。端的には、利害が絡む場合で、 日本製の商品名 をローマ字書きする
ことで、外国製のように錯覚させた り、「フェイク・レザーコー ト」、"fake
Ieathercoat"と 表示して、人工皮製 コー トを本物の皮製 コー トのように
錯覚 させた りすることは、明 らかに弊害である。
最後に
本稿では、問題 を複雑にしないで、 より明確にす るために、語彙論を









に対す る積極的な意味を明 らかにすることはできた と思っている。勿論、
その ことか ら性急に善 し悪しの判断をするつもりはないが、少なくとも
否定的意見または消極的意見に対 しては、単純 にそう決め付 けることが
できないことを示せたと思っている。 というのは、文字の段階での問題
と語の段階での問題を混同 ・混乱 した結果生 まれた批判であるように思
われ、従 って両方を区別 して検討すれば、必ず しもそう単純ではないこ
とが明 らかになるであろうし、少な くとも今回取 り上 げた文字の段階で
は、積極的な意味が見出せたと考えるからである。残 りの語の段階での
問題 は、その一つ として、外国語を大量 に取 り入れているが、翻訳語、
外来語、外国語のそれぞれの方法で取 り入れることが、どのような意味
を持ち、 どのように評価できるかを調べ ることである。そのようにして
いけば、たとえ善 し悪 しの判断ができない として も、今回余 り深 く立ち
入 らずに済 ました片仮名書 きとローマ字書 きの問題については、 より明
確になるであろう。
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